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　近年 の 閉 じ込 め研究におい て 、プ ラズ マ 流の 役割の 重 要性が認識 され 、 電場形成 と輸送障壁 との 相関

に 関する研究、高速 プ ラズ マ 流の 動圧力 を利用 した高べ 一
タプラズ マ 閉 じ込 め研究、レーザープ ラ ズ マ

にお け る爆縮研究な ど多彩 な分野 で精力的な研究活動が進 め られ て い る 。

一方、宇宙プラ ズ マ 関係 にお

い て も太陽フ レ ア の 発生機構や宇宙ジ ェ ッ トの 観測 とそ の 生成機構 の 研 究な どが注 目され、プ ラ ズ マ の

高速流れ が関与す る研究に は著 し い 進 展が あ る 。 プ ラズ マ 中の 電磁流体渦 構造形成な どの 基礎研究や次

世代の 宇宙推進機 を含む多 くの 産業応用に と っ て もプ ラズ マ 流 の 研 究は 不可欠 であ り、図 1 に示す よ う

に、基礎研究か らプ ラズ マ 流の 計測 ・可視化技術も含めた多岐にわ た る応用研究の 発展の た めに、分野

間を越 えた研究交流 を積極的 に図る必 要が あ る 。

　本専門委員会で は プ ラ ズ マ 核融合分野 の 研 究者だけで なく、宇宙 プ ラズ マ 物理 やプ ラズ マ 流 に関す る

各種応用研究者 も含め相互 に 、プ ラズ マ の 流れ に関す る情報交換 の 場を設け、様 々 な分野で 共 通す る高

速 プ ラズ マ 流の 基礎 ・応用研 究を推進す る基盤 を構築する こ とを目的 とし て 活動を行 っ て い る 。

　昨年度 の 活動 と して 「プ ラ ズ マ 流が深 く関与する諸現象に関す る研究会」 を開催 し、宇宙にお け る回

転 とジ ェ ッ トの 形成機構、パ ル ス 電磁 加速に よる ス フ ェ ロ マ ッ ク生成、MHD 不安定性 、衝撃波構造の観

測、「ホ ーキ ン グ輻射」 と呼ばれ る宇宙で の 観測現 象 の 模擬実験、非中性プ ラ ズ マ 中の 渦糸 と背景回転

プ ラズ マ の 相互 作用の 研究な ど多彩な発 表がなされた。研究会に は核融合プ ラズ マ だ けで な く 、 宇宙プ

ラズ マ や基礎、応用 関連 の プ ラズ マ 研究者が参加 し、議論や情報交換 を行 っ た 。 こ の よ うに様 々 な分野

で 進 め られて い るプ ラズ マ 流 と内部構造形成 との 関係、磁気 ノ ズ ル や閉 じ込 め磁場 と流れ の 相互 作用の

研究は 、他分野にお い て も有用で あ り、研究内容に 関する情報交換を行 うこ とに よ りさらな る研究 の発

展や共同研究 に つ なが る こ とが期待 され る。

　本専門委員会 で の 活動 を契機 と して、

各研究者の 交流を 図 る とと もに、よ り

多くの 研 究者が本分野 に関心を寄せ 研

究に参加する こ とで研究 の発展 と学会

活動 の 活性化に つ なが る こ とが期待 さ

れ る 。 今後はプラ ズ マ 流共同研究ネ ッ

トワ
ー

ク の 構築を視野 に入 れ た研究会

開催や 互 い の 学会 間で の 交流活動な ど、

本研究分野 の 共 同研究 を積極 的に推進

して い く。

図 1　 プ ラズ マ 流が深 く関与する諸現象の 分野別構成
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